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幼児体育への提言
布 上 恭
?
1.序論
現代の社会構造の変化をながめる時，このま〉では人聞は，あまりにも急激な社会の変
化K，ついていけなくなるのではないかと考えるのである。
そこで，それでは，乙れからの人聞が，何を成さねばならないのか，どんな能力が要求
されるようになるのかを考えると，それは，新しい社会K適応し，創造力をもっ人聞に育
てなければならないということに気付くのである。
これからの社会が要求するものは，創造力であり，そして，撤密な判断力と高い知性で
あり，それを支えるところの強健なる身体であろう。最近の子供達は，体格がすぐれてい
るにもかかわらず，体力が劣ると発表されているが，末来のための教育は， もっと積極的
に体力をつける乙とを考えなければならない。小・中・高校においては，体力づくりのブ
ームにのって，その必要性についても，一般の理解が広まったと思われるが，幼児につい
ての体力は，いささか問題にされながらも，実際lとは，未だ研究が足りないと考える。
体力づくりは，それぞれの発育発達にそくした体力づくりが成されなければならないも
のであり，幼児の体力づくりについても，発育発達の特性を明確にし，それをもとにして
の運動処方が考えられねばならない。
そこで，我々は，体力測定を実施し，実態をつかみ，それを先に発達したt しかし，そ
の結果，幼稚園の実態をみて，そこに疑問を感んじたので，あらためて幼児の特徴をつか
み，幼児の運動処方の観点を決めるべく，いくつかの統計資料をもって，幼児体育の確立
を考え，一つの提言を試みた。乙の小論は， 1～ 3までは，体力の概念と体力の必要性を
述ベフついで，幼児lと観点をあて，発育発達の特徴をのべたので，諸先生の御批判，御指
導を賜わりたいと考える。
2.体力の一般概念
毎日の生活を快適に送るためには，なんといっても健康が第ーである。自己のもつ力を，、
最大限に発揮できる強い子供に育ってほしいと願うのは，世の親の共通した気持であろう。
そして，それを実現させるためには，健康な体が大切であることも承知の通りである。健
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康とは， 一般的には， 病気のない身体の状態といわれているが，人間生活には，肉体的な
病気や障害のほかに，精神的な病気や社会的異常がつきものである。従って，肉体的にも，
精神的lとも，健康であることが望ましいのである。健康な体と精神をつくりあげてこそ，
知性も気力も体力も，十分に養えるのである。
体力とはう身体のもつ全ての力が綜合された強さ，また，たくましさを表現する言葉の
ように用いられている。従って，健療な人lζは，最強の体力が，その人の年令や性，また
は体格に応じてそなわるものと思われる。
体力とは，一般的iζは，身体作業能力（運動能力）とあらゆる事態に対する抵抗力を綜
合したものであるといわれる。そしてまた，体力にも，肉体と精神の両者が含まれるもの
であり，肉体は精神あってこそ働きを成すものである。精神面の強い人は，自己の身体の
機能を十分に発揮できるが，精神面の弱L、人は，自己のもつ身体の機能を十分に発揮でき
ないのである。このようにしてう身体活動は，常l乙精神活動lとより支配されている。そし
てまた，精神活劃は，脳の活動であるところから，身体活動の中に入るものである。
何か仕事をしていてヲ人にくらべて，なかなか疲れない人を「体力がある」といったり，
逆にすぐ疲れて仕事のできなくなる人を「体力がない」といったりする。乙のようにして，
同じ仕事に対して，能率よくう自己のもつ力を発揮できるか否かによって 「体力があるJ
とか「体力がない 」とかいっている場合と，病気にかかりやすい人に対して「体力がない」
といい，病気にかかったことのない人を「体力がある」という場合がある。このようにし
て，体力は，外界の刺激l乙対する抵抗力と能率よく仕事をなす力とに分け，前者を防衛体
力，後者を行動体力とよんでいる。
防衛体力は，風邪をひきにくいとか，胃腸が丈夫であるとかう暑さにも寒さにも強いと
か，精神的な苦痛などにも強いということであ句，生物的なものに対する抵抗力，生理的，
心理的なものに対する抵抗力などである。
行動体力とは，人聞が働きかける能力，つまり，無猷なエネルギーを消費せず働くこ
とのできる体力のことであり，病気にかからないようにするなどの防衛体力のほかに，積
極的，意欲的に仕事をする行動体力をつけ怠ければいけない。行動をおこす力となるもの
は，筋肉の強きであるが，筋肉の量が多ければ筋力が強いと ζろから，行動体力を考える
ときは，体格の大小を考慮しなければなら芯い。体育においては，行動体力が中心とされ
るので，ここでは，行動体力のみについて見てみると，図 1のように分類される。日本で
用いられている体力の要素は，諸外国の考え方がとり入れられており，図 1のような分類
が用いられていたが，最近は，図 2のような考え方もされてきている。
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筋力とは，筋が収縮するときに発生する力である。すべての運動は，筋力によって成さ
れるのである。筋力が強いということは，それだけ能率の高い仕事ができるのである。
敏捷性は，刺激lζ対して速やかに反応することであり，今日のような交通戦争から身を
守るためにも重要な要因であろう。これは，先天的素質が大きい影響をもっといわれてい
るが，日常の練習によっても高めることができるのである。
持久性は，筋の持久性と循環器系の持久性，そして，意去の持久力も含められるもので
あり，活発な運動（仕事）を継続的に行うことができる力である。
パワーとは，力と速さの合成であり，短時聞に最高の力を発揮する能力である。
また，平衡性は，主として神経系のものであり，柔軟性は，関節や靭帯や神経系および
筋緊張の状態に関するものでゐる。柔軟性にすぐれていると各動作を円満にし，かっ大き
く動かすことができ，更に強く行うことができるのである。
協応性は，神経系の支配するところのものであり，いわゆる巧撤性のことである。この
ようなう精神的要素をも含めた体力を，年令や性，または，体格lと応じて，必要な時期lと
必要なだけつけていかなければいけないのである。
3.体力づくりの必要性
体育は，人聞の一生を対象として行われるが，特lζ子供達lとは，健全なる体力を養成さ
せ，そして，健康を維持して活躍できる成人に育成すべく，大いなる目標をもっている。
従って体育は，人生の最も盛んな発育を示す時期K，力が注がれるべきものである。また，
この時期に乙そ体育の効果は，もっとも著明に現われるものである。そこで，人聞の発育
に関する十分な理解が必要であることは当然である。
人聞には，生物としての制約，並びlζ限界があるが，よい身体の育成を行い，形態と機
能との調和がとれた健康な人聞をつくりあげていくことは，人類にとっても大きな希望
とするところである。そして，その身体の調和のとれた育成については，常に発育発達lζ
そくしたものでなければならないのであり，特に成熟前の運動実行方法の知何は，身体iζ
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色々の結果を生み出すのである。つまり，未だ固定しない幼少年時代には，どのようにも
導ぴくことができるのである。しかし，成熟後l乙は，体質・体格等を変えることは， きわ
めてひずかしし、。幼少年時代の身体運動は，将来，自己のもつ才能を十分発揮で きるべく，
可能性をっくり出してやる ζ とを十分考えねばならず，その方法も，年令・性等によ り異
ならねばならない。
日本人の身長が，時代と共に大きく伝ってきている 乙とは，表 1のとおりで，事実であ
る。しかし，それとは反対に，体力が劣って来ているといわれている。つまり，体格は大
きくなっても，体力が！これに応じた発達を示していないということである。
表 1 （仰1)
性~ 6 7 8 9 1 0 11 1 2 1 3 14 1 5 
190 0 107. 6 11 0.9 11 6.1 12 0.0 1 2 3.9 127. 9 133.9 140.0 147. 0 1 5 2.1 
1909 106. 7 124.5 128.5 133.6 139.1 14 6.7 150.3 
男 19 1 9 107. 0 111.5 116.4 120.9 125.2 1 29.7 134.8 1 40.6 14 7. 9 154.2 
1929 1 08.1 113.1 117.9 122.5 127. 0 1 31.2 136.9 143.2 150.6 157. 0 
19 3 9 109.1 1139 11 9.3 125.0 1 28.2 1 32.9 1 37. 8 14 4.0 152.1 158.1 
身 1949 1 08.6 11 3.5 118.1 12 2.4 126.6 1 30.6 135.6 140.7 1467 1 5 4.2 
1 9 51 109.1 11 4.1 I 1 18.9 123.4 127. 7 1 31.8 1362 14 2.2 148.4 156.1 
19 5 4 1 1 0.1 1 1 5.1 1 20.1 12 4.7 129.1 1 3 3.6 138.5 144.4 15 0.6 158.1 
1957 11 0. 7 1 1 6.0 1 21.0 12 5.8 1 3 0.1 1350 1 40.2 14 6.3 15 3.0 159.8 
子 1959 1 11.3 116.6 1 21.6 126.5 1 31.2 1 35.9 1 41.0 147. 9 154.3 1 60.6 
19 61 1 12.0 11 7. 3 122.4 1 27. 2 1 31.9 1 36.8 142.3 149.2 155.5 1 61.8 
1 9 64 11 3.2 11 8.5 123.6 128.5 133.2 1 38司2 1 4 4.1 1 51.2 1 57. 8 1 6 3.2 
女 1900 104.8 11 0.0 1 1 3.9 11 9.1 123.9 1 27. 9 1 3 3.0 1 3 7.9 143.0 144.8 
1909 10 5.5 11 0.0 113.9 118.8 12 3.3 1 27. 9 133.9 1 39.4 14 3.6 146.7 
女 1919 l O 5.8 110.3 11 4.8 11 9.4 124.2 1 2 9.1 135.2 141.2 144.8 148.5 
1929 101.8 1 1 l.7 1 1 6.5 1 21.2 1 2 5.8 1 31.2 1 38.2 143.5 147. 5 1 4 9.5 
1939 108.1 1 1 3.9 1 1 7. 7 123β 127. 7 1 32.7 1 38.8 144.0 1 48. 7 1 50.7 
1949 1 0 7. 7 11 2.7 11 7. 3 1 21.8 126.2 1 31.0 1 36.8 141.8 146.0 149.5 
長 1. 9 51 1 08.8 11 3.0 118.0 122.7 127. 3 1 324 138.2 143.3 14 7.3 150. 7
ー
1954 1 0 9.1 1 1 4.1 11 9.2 124.0 128.9 1 34.5 1 40.2 1 4 5.0 1 48.3 149.8 
1957 1 09.7 1 1 5.0 1 20.1 152.2 1 30.2 136.3 142.2 1 4 6.0 149.6 1 5 1.0 
子 1959 11 0.3 1 1 5.6 120.8 126.0 1 3 1.5 1 37. 6 143.1 147. 6 150.3 152.5 
1951 111.0 11 6.3 1 21.5 12 6.7 132.4 1 38.6 144.3 148.8 1 51.1 133.0 
1964 11 2.2 1 1 7. 6 122.7 12 8.0 133.5 1 40.0 1461 149.9 152.3 1 5 3.9 
猪飼は，その原因は， 「運動不足Jつま り，適切な強さを もっ運動が不足していると述
べてお り，また， 生物学者ル C Roux）は，次のよ うに述べている。
． 
筋肉は，使わなければ痩せおとろえる。筋肉は，適当に使えば現状を維持するか，発達
する。筋肉は，過度に使えば痩せて障害をお ζす。
適度なトレーニングによりう筋繊維が肥厚し，筋肉全体が肥大するのは事実である。
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また， ドイツの生物学者のアルン卜とシユルツ（Arudt und Schultz ）は，下記のと
おりのべている。
“S chwahe Reize fachen die Lebenstaeもigkeit an, mittelstarke 
foerdern sie sも乱rke hemmen s i e, st arksもe heben sie auf.” 
これは，「弱い刺激は，生命活動を起し，中等度の刺激は乙れを促し，強い刺激はこれ
を抑え，最も強い刺激はこれを中止させる。」という乙とであり，ルーの法則は，筋肉だ
けに該当する現象について述べており，アルント・シユルツの法則は，生物体の全般にわ
たる現象について述べている点で異なるが，いずれも，適度な刺激が発育を促す乙とを述
べている。日本人の体力が，体格の伸びにともなわないことについては，猪飼は，運動不
足をおこさしめた戦後の体育のあり方，そして，教育そのものに問題があると述べている。
そして，そればかりでなく，社会機構の変化，とくに青少年を とりまく生活環境などが，
体力の向上を抑制する原因にもなっているのではないかと考える。戦後の教育，および，
体育のあり方からくる問題として，児童・生徒の自主性を重んずるあまり，まTこ，教材と
してあげられている各種スポーツの多いことなどのための授業中の説明時閣の長いことな
どから，実際に実施される児童・生徒の 1時間のうちの活動時聞が僅かであるという研究
報告もある。それが，週 2～ 3時間の体育では，課外活動を行わない児童・生徒について
の運動量は，非常lζ僅かなものである。また，最近の児童・生徒は，戸外で遊ぶことも少
なく，学校内での運動不足を，学校外で補うことも少ないわけである。つまり，遊び場所
の少ないこと，遠距離通学等による余暇時間の少ない乙とや友人の交流の少ない乙と等も
あるだろう。しかし，児童・生徒の体力づくりについては，指導要領の改正により，やや
強められる感があるので，今後の学校体育に期待することができるであろう。そこで未だ，
学校体育より遅れをみせていると乙ろの幼児の体力づくりの必要性を考えなければいけな
いと思う。
最近，東京オリンピック以来の体力づくり運動から，幼児の体力づくりの必要性が問題
とされて来た。しかし，体力問題は，当初，運動選手について問題とされたものであり，
それが青少年の体力問題となり，更に追求されて， 0才～ 100才までに目が向けられ， 青
少年から壮年層まで注目されて来たが，幼児の体力については，着目がもっともおそいの
である。幼稚園の義務教育化や小学校入学の年令引き下げが問題にされ，発育の早くなっ
た幼児の教育をいかにすべきかは，現在検討されているわけである。
幼稚園の義務化については，現状では，まだ問題も残されている。表2のとおり，小学
校 1年生について，幼稚園卒園者と家庭保育児の聞に学習能力の差があるか否か調査した
ものによると， l年生の初期iζ学ぶべきものについては，その聞に大差がないという結果
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く%】
読字力 数字の 図形の名称 色の名称 道具の 文字書字力 少々複雑 数と量の
方（正方形〉 （赤）
歌 日昌
（清音） 喧訂E 操 ｛乍 （濁音） な適応力 0の知識
幼稚園本園者 96 88 95 98 100 71 81 52 50 
保仲育所およ び 98 96 96 100 100 79 83 56 36 よし子供館
家庭保育児 97 88 100 100 100 66 63 38 。
札幌市真駒内南小学校による（昭44年 6月19日北海道新聞Kよる）表2
1年生の初期l乙学ぶべきことを就学前l乙既に身lと
つけているということであるn 乙のように，一般的学習能力lζ差はないといわれるが，一
方，幼稚園卒園児と家庭保育児の 1年生における知能テストの結果では，そこに差があっ
1年生の大部分は，が報告されている。
全般的な教育Iとより知能を伸ばす上lζ必要
体力と学力の相関が高いといわれるが，幼児
幼稚園教育は，
であると述べている。小学校5年生までは，
では，知能の発達と身体的発達が平行しているといわれている。
そして，たという報告もある。
体力テスト により， 札幌市における幼稚園児と仲よし子供館（ 札幌市の体力について，
）を比較してみると，図示のとお家庭保育児が出席するものである。巡回青空幼稚園で，
りである。
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両足連続跳び越し（ 女子）図16
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20 布上：；幼児体育への提言
以上，測定結果からみると， 「長座体前屈 J「伏臥ヒ体反ら し」については， 幼稚園児
が優れていることがは っきりわかるが， 「棒上片足立ち」， 「立幅跳び」「両足連続とぴ
越し」「 25m走」 などは，家庭保育児の方が優れている。このことは，家庭保育児は，大
筋肉群を使う活動の時聞が多く，自由遊びが多いと想像されるところから，立幅跳びゃ両
足連続とぴ越しの大きな差であると考える。柔軟性を必要とする種目については， 幼稚園
児が優れている。測定実施にあた り，家庭保育児は，社会性に欠けるこ ともあ め， 自分の
力を発揮できないような様子もみられた。特に，器用性を要する種目では，集団行動lζ馴
れていない点や母親がついていての測定であることなど，心理的な影響があったも のと恩
われる。その点については，幼稚園児は，測定にあたって無理なく実施できたのは，集団
行動の思Iれや社会性発達の面の相違と思われる。 総じて，体力についての両者聞の差は，
必らずしも大きいとはいえないだろう。むしろ， 幼稚園児に，活発な筋運動が劣る乙とが
問題であると考える。
小学校1年生において，初期lζ学ぶべき一般的学習能力についてはヲ幼稚園卒園児と家
庭保育児K大差ないといわれ，また，体力にも大差がないとすると相関高いといわれる知
能の面も大差ないと推測される。しかしこの点については，まだ検討する必要があろ う。
4.幼児の体力の実態
体力については，一般的な解釈ぞ前述したが，体力を向上させる方法は研究され，ある
程度まで解明されたが，その体力をどこまでのばしたらよいか， また， どこまでのばすべ
きなのかということについては解明されていない。体力を測定する場合には， その方法が
問題である。測定項目の中K，運動適性が入っている場合があるがうそれによるとヲ その
人の生活習慣，生活歴lとより支配されるものである。例えば，ボーJレ投げについては，日
常，よく野球をするという幼稚園での数人の幼児は，全くかけはなれた数値が出てく るの
である。幼児の場合のボール投げは，投力を見るのではなく， 協応性をみる といわれるが，
16 m以上も投げる子供に対しては，協応性という よりも投力になってしまう。しかし，こ
の場合の記録の差をも って体力の優劣を決めることはできない。
ラーソン（アメリカ， ウイスコ ンシン大学）は，体力を測定するには，運動能力だけで
なしに，人体資源を測定しなく てはならえよいとい う。 従って，乙のエネルギーからみた体
力は，筋力，持久力， 敏捷性， 巧融性ヲ パワー，平衡性， 柔軟性，協応性等であり，走 ・
跳 ・投等は， いわゆる運動能力である。
体力は，防衛体力と行動体力lζ2分されて考えられるが，体育では，主として行動体力
が中心である。 スポーツマンは，行動体力がすぐれている。しかし，だか らといって，防
衛体力がすぐれているとは限らないのである。また逆に，行動体力がすぐれていない人で
も，防衛体力にすぐれている人もいるわけである。 そしてまた， 一般に男子は，女子より
21 
体力があるとされているが，防衛体力については，男子は，度々女子lと劣るということは
知られている。寿命については，そのよい例である。従って，行動体力と防衛体力とは関
係が浅いといえよう。
しかし，だからといって，防衛体力だけを鍛えればよいというものではない。やはり，
その両者をのばした方がよいのである。一般的には，スポーツは，一部の人のためのもの
とされ，日本の場合は，スポーツ愛好者がふえたといっても，それは，見るスポーッの愛
好者であり，行う方の愛好者ではなt'o三辺によると，日本のスポーツ人口は，国民の半
数に近し、。しかし，積極的スポーツ人口は 750万人といわれ，スポーツをやる可能性のあ
る人は，国民のすで，約拐00万人である。乳幼児から高年令層まで，スポーツ無関心層
は， 5,00 0万人であるという。乙のように，日本の場合，行動体力を積極的につけようと
する人は，限られているのである。それは，防衛体力は，日常生活に必要であるが，行動
体力はたいした必要がないと考えるからである。行動体力が，特に運動能力である場合は
なお更のことである。
体力は，主として身体的なものと考えられているが，身体というものの内容には，精神
が含まれるものであり，身体活動は，常に精神活動K支配され，また逆lζ，精神活動は，
身体のコンデイシヨンlζ影響されるのである。猪飼は，力という概念は，現在，力学の概
念であるが，もとは人聞の筋肉の出す力から生まれたものであるという。しかしこれには，
多少の移行期もあり，あいまいさもあろうが，できるかぎりこれと区別して用いる乙とが
望ましいと述べている。ここでは，幼児の体育についての提言をこころみたいところから，
行動体力に主体をおいて考えていきたし、。体力の概念とは，人体の，肉体的・精神的な綜
合力のことであるが，それは必らずしも，外に向って顕現されているものとばかりは限ら
f，潜在性の力をも，概念的には包含しているので，量的表示，即ち，体力測定の結果と
して乙れを比較しようとすると，必らずしも容易なことではない。従って，体力測定の結
果，ある種目についての成績が悪かったことで，平衡性l乙欠けるので，平衡感覚を伸ばす
ために，その種目を練習するという乙とは無意味であり，そのようなことだけでは，平衡
感覚は養われない。運動には，色々なパターンによる特徴があって，それらは，学習する
ことによって得られるものである。従って，色々な運動を種類多く実施することにより，
平衡感覚も，その中から養われていくものである。体力測定は，結果のみを知るものであ
り，それらの種目について練習することにより体力をつけようとするものではないのであ
る。
筆者の所属する社会体育研究会では， 2年前から，札幌においての幼児の体力テストを
実施し，その実態を調査した。昨年は，全道の幼児の体力の実態を調査したので，これら
を全国の平均と比較し，その実態をみたい。
布上：幼児体育への提言22 
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図29 伏臥上体反らし（女子）
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図30 体支持持続時間（女子）
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図32 両足連続跳ぴ越し（女子 ）
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図33 ソフトボール投げ（女子）
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全国と全道の比較では，柔軟性において全道が劣っており，「立巾跳ぴ」「体支持持続
時間」において全道がやや劣ゥている。その他の種目については全道の方がまさるか同じ
位であるところから，綜じて，全道は全国に比し体力が劣るとはいえ芯いが，全国と札幌
を比較すると，全国より優れていると思われるものは 「棒上片足立ち Jであり，やや優れ
ていると思われるものは「体支持持続時間」である。その他については，全国の方が札幌
より上回っているので，総じて全国の方が体力は優っているといえる。なお，全道の資料
整理にあたり，都心より地方が「ボ ル投げ」「 立幅跳び」などの大筋の活動と思われる
種目にすぐれている点が見受けられた。
5 幼児期の発達特性
人聞は，出生時の形態や機能が，そのま〉相対的に増大していくのではなく，その形態
や各機能は，発育の経過申にそれぞれ発達の程度に緩急
あるいは大小の特徴がみられる。図 35のスキャモンの
発育曲線によりみると．一般型といわれる筋肉・骨格・
内臓などは， 思春期以降に急速に発達し，それまでは，
ゆるい上昇を示している。これを身長・体重について考
えてみると， 4才頃からは，毎年わずかずつしか増加し
ないことからみても，うなずけるであろう。
生殖型では，幼児期では．きわめてわずかの発育であ
り，思春期まではそのま〉発育を示さず，思春期i乙至り
急激な発育を示す。
図35 発育速度が器官』ζよって異
なるようすを示す
( S camrn on , R. E .1930〕
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神経型は， 4才～ 5才頃に急速に発達し， 10才頃には，成人に近い域まで達している。
乙れは， 脳の重量に関係があり ，生後 9ヶ月で成人の 50 % , 2才で成人の 75 %に達し
6才～ 7才では，成人に近づくということからしでも，脳の発達の曲線が，そのま〉，神
経系の曲線といってもよいであろう。
リンパ型については，他の三つの型と異なり， 10才～12才頃に，成熟完成期の量を大
きく上まわっているが，その後， 8年聞は漸少する。このように，肩桃腺，淋巴腺，腸の
内分泌物などの分泌組織の発達は， 10才すぎには成人の約 2倍近くになる。乙のことは
内分泌腺は，病気の予防能力と関係する働らきであるから，児童期は，病気にかかりにく
いということである。
以上のように，人聞の一生の発達過程を見た上で，幼児期の発達川特徴をながめてみる。
図 36，図 3 7のとおり，身長の発育の状態は，出生前から出生後に，その大きな特徴を
みることができる。図 3 6により，出生前の発育状態をみてみると，出生後の発育より速
度が大きいということがわかる。そして，出生が近づくに従って，月間増加量は減少する。
布上：幼児体育への提言26 
図 3 7によ り，出生後の発育量を見ると 2c祝位におらつく。出生後の身長の 1年間増加量
3才～ 6才頃には，年間約2 o cm以上となっているが，これも年令とともに減少し，は，
表3 幼児期の座高（昭39 国民栄
養調査による〕
男 女
年令
座fc押1高） 座（c宵1高〕比座高 比座高
1 49. 0 61. 9 48. 1 61. 6 
2 52. 6 59. 6 51. 1 59.0 
3 55.2 58. 3 54. 6 58.0 
4 58.2 57. 5 57. 4 57. 5 
5 60. 6 56.7 60. 1 56.7 
6 64. 1 56. 6 63.6 56. 5 
図37 出生後の身長の発育
と年間増加量f個人追
跡〕
図36 出生前後を通じた身長発育と
身長月間憎加量f平均値〕
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で出生時の約 2倍となり，成人
では 3倍とえZる。大きとE伸びを( 1759ー 77個人追跡
Montbeillard) 
2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22月
CD’Arey Thompson, 1942) 
2 
0 
みせる 12才～ 16才頃は，思
春期の発育であるが，乙の時期は，個人差が大きく 一様では芯い。
ζれを計測するこ
しかし， 幼児期における座高のもつ意義は，それ程重
座高については，人体の各種の臓器が頭部と胴部にある と乙ろから ，
とは重要な意味をもつものである。
注身体強達と教育P121 
要ではとEいといわれ，技術的にも計測がむずかしい乙ともあって．その資料は少ない。
身長の伸びは ，戦前l乙比較する と上半身よりも下半身の伸び方が大きい傾向にあり，乙
の傾向は男子より女子の方が著しいといわれている。下枝長は ，身長より座高をひいた値
で，幼児期の下肢長は表4のとおりである。
乳幼児期では，胴も長く，身長の 40～ 5 0 表4 幼児期の下校長（昭39国民栄養調査によ
る〕
男 女
年令
下肢）長 下肢 長
｛侃 比下肢長 ｛侃 比下校長
30.2 38.1 30. 0 38. 4 
2 35.7 40.4 35.5 4) 0 
3 39.5 41. 7 39. 5 42.0 
4 43. 0 42.5 42. 5 42. 5 
5 46. 3 43. 3 45.9 43.3 
6 49. 2 43. 4 48. 9 43.5 
6才乙ろ%で，下肢が 30 %ぐらいであり ，
l乙胴の長さ や厚きが ，出生時の約 2倍となる。
頭部の発育については ，新生児の頭は ，身
長の約 4分の 1であり，出生時は 4頭身，生
6才で 6頭身といわれる。後 2才で 5頭身，
頭だけをみて も，頭蓋が大きく， 顔が小さい
のである。発達にとも江い顔と頭蓋の占める
割合が違‘ってくる。
幼児期は，下臨 も短かく，従って平衡を保
つのが容易ではなし、。重心も， 幼児は大人と
注学校での体力づく りP121 
比較して高い。重心の位置は，大人ではへソより数制下にあるが ，幼児期の場合は， ふつ
27 
このことは，乳幼児がよく転倒することからも，うえ王ずけるであろうへソより上にある。
また，体重の多い子について歩行が遅く，全ゆる運動に障害である場合もある。頭部つ。
つりあいの変化（猪飼による〕図38の発育は，スキャモンの神経型にしたがい，その
発育が早期にお乙るために，子供の頭は大きい。
従って，出生後の数年閣の発育状態を注目する必
要がある。表 5は，頭長および頭幅を計測し，さ
注身体発＼と一教育P126 
らに乙の両計測値から扇示数を算出したものであ
る。頭示数の大きいほど，上からみた場合幅のひ
ろい感じの短頭ととより，逆i乙，示数の小さいほど
つまり長頭であるつ長い感じにとよる。
??
12 
歳
6～7ヶ月にピークを示し，急速に
そして除々に前後に長い円形に変
頭示数は，
乳幼児の頭長および頭幅（寺田・保志による）
月令
男 女
頭 長 頭 中高 頭刀て数 頭 長 頭 。肩 頭刀て数
出生時 112. 4 92.2 82.29 109. 0 90. 1 83.33 
1 120. 8 105. 3 87. 51 119. 5 102.2 85. 28 
2 126.2 113. 5 90.24 123. 6 110. 4 89. 62 
3 130. 0 119. 9 92.47 127. 0 116. 4 91. 95 
4 133. 1 124. 5 93.82 130. 0 120.8 93.21 
5 136. 0 128. 1 94.45 132. 7 124.5 94.11 
6 138. 7 131. 0 94. 66 135. 7 127. 8 94.87 
7 141. 2 133. 1 94.49 137. 8 130. 0 95. 07 
8 143.3 134.8 94. 23 139. 7 132.0 94.97 
9 145. 2 135.8 93.69 141. 5 133.2 94.62 
1 0 146.8 137. 0 93. 64 143.1 134.3 94. 57 
1 1 148. 3 138. 1 93. 42 144.3 135. 3 94.36 
1 2 149.4 138. 7 93.02 145. 6 135.8 93.83 
14 151. 3 139.8 92. 60 147. 0 137. 2 93. 54 
1 6 152. 8 140.8 97. 32 148.8 138. 0 93. 03 
18 154. 6 141. 7 91. 99 150. 3 138. 8 92. 58 
20 156. 0 142. 9 91. 76 151. 7 139.6 92. 25 
22 157. 2 143. 4 91. 30 153. 0 140.4 91. 94 
24 158.4 143. 8 90. 97 153.8 140.8 91. 77 
27 160. 5 145. 0 90.60 155.2 141. 3 91. 15 
30 161. 8 145. 6 90. 35 156.2 142.3 91. 26 
33 163. 0 146. 4 89.96 156. 8 143.0 91. 17 
36 163.8 146.7 89.88 157. 0 143.7 91. 58 
表5
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体重については，形態という概念とは異なるが，
その計測値は，全身的綜合的示標として用いられる。
そして，骨格 ・筋肉 ・脂肪・内臓などの軟部組織・
更に血液 ・水分等に関連をもっている。また， 体
重は，環境の影響により変動することがある為栄養
状態を知るとか，健康状態を知る等にも用いられる。
胎児の体重は，胎児期後半に増加がいちぢるしくな
り，初期lと体重の減少がおこる。生後 2日が極期と
表6 頭長（棚）の年令的推移
（稲垣・中沢による〕
年 寸.6.コ 男 女
6～ 7 1 6 6.7 1 5 9.1 
7～ 8 1 6 8.1 160. 1 
8～ 9 16 9. 0 161. 0 
9～1 0 16 9. 9 1 6 3.2 
1 0～1 1 1 7 o. 0 1 6 4.7 
1 1～1 2 172. 0 16 6. 5 
1 2～1 3 1 7 3.9 168. 2 
1 3～1 4 1 7 4.8 1 6 9.2 
表7 上腕囲の年令的推移 表8 乳幼児の胸囲と頭閤fcm) 
f昭38国民栄養調査による） （昭35乳幼児身体発育値より〕
年令 男 女
年月令。 1 4.2 cm • 1 3.9 c前 胸
1 4.9 1 4. 5 0年1～2月
2 1 5.3 1 5.0 5～6 
3 1 5.6 15. 5 l年1～2
4 1 5.8 15. 8 5～6 
5 16. 1 16. 0 2年0～3
6 1 6.3 1 6.1 3年O～6
7 1 6.7 1 6.6 4年O～6
8 1 7.2 1 7. 1 5年O～6
9 1 7. 7 1 7. 8 6～1 2 
1 0 1 8.4 18. 5 
いわれ，その減少の量は，出生時体重の約 49ちにあた
る。 6～7日で出生時の体重にもどり，生後 2週間は
緩かに増し， 4～6週後l乙は急増する。男女差は，発
育経過とともに大きくとEってし、く。一般に出生時は約
3 kg，生後 4～5ヶ月で約 6kg, 1年で約 9kg, 3年
で約 12 kg, 5年で約 15 kg, 7年で約 20 kgといわ
れる。従って， 4ヶ月で出呈時の 2倍， 1年で 3倍，
3年で 4倍， 5年で 5倍といわれるのである。
このようにして，幅育 （体重）は，おおよそ長育（身
長）と平行して上昇していく。
骨については，胎児の初期には，結合組織，ある
いは軟骨であり，はじめから硬いものでは伝く，乙
男 女
間 頭 囲 胸 囲 頭 図
3 7.8 3 7.9 3 7. 2 3 7. 0 
4 3.4 4 3. 1 4 2. 3 4 1.9 
4 5.9 4 6.3 4 5.0 4 5. 2 
4 7. 1 4 7. 3 4 6. 0 4 6.1 
4 9.0 4 8.4 4 7.9 4 7.3 
5 1.4 4 9.4 5 0.3 4 8.4 
5 3.1 4 9.9 5 1.9 4 9. 0 
5 4.6 5 0. 3 5 3.3 4 9.6 
5 5.4 5 0.5 5 4.1 4 9.9 
表9 乳幼児期の体重発育経過
( kg〕
年月令 男 女
出生時 3. 1 0 3. 0 0 
0年6月 7. 6 0 7. 0 5 
l年 8. 9 0 8.4 5 
1年6月 1 0.1 0 9. 5 5 
2年～ 3 12. 7 1 1 1.9 3 
3年～4 14. 3 3 13. 8 2 
4年～ 5 15.87 1 5.3 8 
5年～ 6 1 7.4 4 17.04 
1年6月までは昭 35乳幼児身体発育値
』ζよる。
2年～5年までは昭39国民栄養調査に
よる。
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れらの組織中に石灰の沈着がおこり，そして硬い組織にかわる。このように， 結合組織や
軟骨がかわることを骨化， あるいは化骨とい う。 化骨は．それぞれの骨で大体一定してい
るといわれる。しかし， 全ての骨に， 一度に化骨がみられるのではな く， 躯幹に近いとこ
ろから末梢へ及ぶのである。新生児では， 長骨体部の全部が骨化し，骨端核は， 膝関節部
の大腿骨遠位端，および， 腔骨近位端，子根部では有頭骨と有鈎骨 ，足根部では腫骨 ，距
骨および立方骨伝どに存在しており，その後次第に骨核が出現してくる。
われわれの身体は，かよ うに身体各部の発育速度に多少のずれがある。 身長 ・体重 ・胸
囲・座高・頭囲・上肢長・ 下肢長などを計測することによ り， おおよそ知ることができる し
密接伝関係をもっているといえる。骨格の成熟過程には，大きとZ個人差がなく， 骨格の発
育状態を基準とした骨年令が ，生理的年令として非常に便利とされている。従って，その
経過を理解することは， 体育指導上重要なことである。 最も骨年令の評価に重要えよ意味を
もっ手根部の発育について図 4 0によりみる と， 手根骨ばかりでとZく，長骨である構骨お
よぴ尺骨の骨端部化骨核を加え， 10ケの化骨
核が ，小児の骨の発育状態を知る指標とされる。
長骨では ，骨幹に 1個 ，骨端t乙l個または数個
の骨核ができ ，その境界にある骨は， 成長中は
骨端軟骨とじて残る。骨端軟骨は， 骨の成長をつかさどる。成長後は，骨端線 も化骨して
骨頭と骨体が癒合して初めて一本の完成した骨ととEる。
表 10によ り， 骨化核の数と年令との関
係をみる と， 3才以後 9才までは ，年令数
と化骨核数がほぼ一致する。骨化の終了年
図39 長骨の骨化模型図（新井による〕
令は， 個人により異るが ，日本人では 2 0 
才頃といわれており ，乙の時期は成長の停
止する時期とえ£る。骨を太く且つ長く成長
図40 手根骨および前腕骨遠位骨端
〔13才男子の例〕（猪飼による ）
表10 手根部化骨数〔 山本による ）
年令 。，????????。??? ???
化骨数 I2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 1 I s I 9 I 10 
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させるためには，カルシウム，燐，ビタミンA・Dの摂取が必要であり，化骨の完成をみ
ぬうちにとくに必要である。従って，幼児期におけるこれらの摂取について考慮すること
が大切である。また，骨化の完成しとEいうちに，過重負荷のかかる運動を行わせることは
危険であるので注意が必要で、ある。幼児期は勿論のこと．発育発達の途上である年令では
骨や関節にあまり大き伝刺激が加わると自然の発育を妨げ，イ七骨が早く行われ．成長がと
まってしまうことになる。幼児期には，特に注意が必要であり ，骨を変形せしめるような
外力を働かせることにより，下肢骨・背柱・胸廓往どに変形がおこる。その結果．下肢に
X脚・ 0脚・扇平足などがおこるとされる。また，不良姿勢による背柱の湾曲もおこるこ
とが多い。
注陸上競技マガジンVOL7 16.1 0 P6～7 
佐藤によれば，子医のどきに特殊訓練をやったものほど，スポーッ障害の発生率が大き
いという乙とが，文部省の医事相談の統計および調査の結果はっきりされている。しかも，
その障害の主たるものは，小さい時iと過度lと走らせたり，特に耐久的ぽ運動をやらせると
主に骨端線に障害がお乙る。乙れは，身長の発育を阻害することにとCる。 ζのように，漸
次化骨されていく状態をみると，発達段階lとそくした運動の検討がいかに大切かを知る ζ
とができる。
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更に，骨の癒合についてみると，乙れは頭査，骨盤，覚骨などにみられるもので，新生
児では，左右の頭頂骨と前頭骨との聞に菱形の大泉門があるが，乙れが閉じるのは生後約
1年半である。骨盤の恥骨結合も生後 3年～ 10年位で癒合する。背椎骨の椎体と椎弓と
の癒合も下部腰椎では 15才頃といわれ，骨端核の癒合の完成までは， 15年～ 25年位
かかるといわれている。
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背柱の状態をみてみると，背柱は，側面からみると頚部は前方lと白書警；胸部は凹笥，腰
部は凸轡，そして，仙骨部は前方Iと凹轡という形が普通である。乙れら背柱の響曲は，弾
性のある支柱を保つ上lと有効であるといわれている。年令により異る響曲の度合は，幼児
においては著しい轡曲会示し，固定化されるのは思春期以後である。乳児期背柱変化は図
4 1のとおりである。背柱は，頚椎 7個，胸椎 12個，腰椎5個，仙椎 5個（仙骨），尾
推4～ 5個より成る。背柱は，前後面より見ると垂直である。
椎骨は，頚部より腰椎ーまでは順
次その形態を増し，仙椎より急lと
細くとfっている。側面よりみると，
前述のとおり，頚部と腰部が前轡
し，胸部と仙骨部が後脅している
のである。乙れは，背柱の生理的
轡曲といわれる。一般に，前轡の
部位は可動性が大きく ，後脅の部産Ii~，謁警r?,ri渇ぱ可動性
図 41 乳幼児期の背柱の変化（猪飼による）
十寸〉「え十「
新生児
2～3カ月
（頭部前轡）
ユ
7～9カ月
（胸部後轡） 10～12カ月
（腰部前轡）
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が小さ し、。また，上部の2轡曲は3 ゆるやかに移行しているが，下部の2轡曲は，上部に
くらべればやや強く 3 最下部の第 5腰椎と第 1仙椎とのなす角は岬角とよばれ， 約 12 0 ° 
～ 1 3 0°である といわれている。以上のような生理的脅曲は，新生児では見られないもの
であり ，ζれは，後天的に頭部，その他の重量負担や筋肉の牽引作用などによ り形成され
るものである。生後2～3ヶ月で，頚筋がやや強くなり，頭部を支えるようにとより ，生後
7～9ヶ月で座位姿勢をとる頃には，頭部や上肢の重量により，背柱は後方iζ善幸曲される。
そして次第に胸部後轡が成されるのである。生後 10～ 12ヶ月以後，立位姿勢をとるよ
うにとfると，全身の前万降下を防ぐため，著しく背筋が発達する。そして，胸部後轡を調
節するために腰部前脅を形成し，骨盤傾斜， 仙骨後轡も形成される。しかし， ζの立位姿
勢の生理的轡曲も 5～6才頃までは，臥位姿勢をとると消失するといわれる ζれも， 8
才位になると胸部後脅が， 11才～14才くらいで腰部前轡がお ζ り，その頃になると生理的
轡曲は固定化されるのである。従って，幼児期のみとfらず，思春期の固定化まで運動処方
は充分考慮しなければならないのである。
次lζ，機能面の発達についてみると，筋力と神経系lとより成される運動は，まず， 筋肉
の発達をみぽければならない。筋肉には，骨格lζ附着する骨格筋と内臓ぞ構成する平滑筋，
そして，心臓の心筋があり ，そのいずれも蛋白質からできているのである。しかし，活動
のためlとは，グリ コーゲンや燐酸化合物が必要である。筋肉は， 生まれたときから成人に
至るまでに40倍にもとfるのである。生まれたときの筋肉量は，全体重の23.4予ぢであり， 8
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才では約27%,15才で335多， 16才では急増して体重の4必 くらいにとfり，成人とほぼ同じ
である。筋の発育は，筋線維の数の増加ではなく，筋線維の太さによる増大である。筋線
維は，外側lと筋鞘があり，その中lと肉築と筋原線維をもっている。 幼児期における筋肉は，
肉業lと比して筋線維が少なく，青年期頃lととfると筋原線維が増加してくる。つまり，幼児
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期における筋の70%が水分であり ，約30令〉面多分である。しかし，青年期に至る頃には，
筋の約66%が水分であり，約3物が固形分ととtる。筋における肉摂は，無構造の蛋白質で
あり ，収縮力の発生と直接関係が少とfいものである。筋における筋原線維は， 縦Iζ長い線
維で3 複屈折性の明暗の縞をもち， 筋の収縮力の発生i乙関係のある ものとされているので
ある。従って筋力は，筋原線維の増大Iと関係深い。肉紫は，筋原線維の物質代謝Iと必要な
ものとされている。
幼児期のように，筋肉の水分が多いというζ とは，筋肉が柔軟であ り，弾力性がある と
注学校での体力づくり P123 . 
いう ζ とである。 5才児の握力は， 男子で成人の2勝，女子で27今にすぎず，また， 5才
児の背筋力は，男子で成人の22%，女子で27%にすぎ1三い。乙のよう に， 抵抗力も少ない
上K，筋力が小きいのである。そして， トレーニング効果もあまりみられないといわれて
いる。また， 筋肉と骨の附着部分も丈夫でぽいために，強い運動や重量のある負荷に対し
ては耐えられとfい。そ して，筋の持久力も十分ではとfいのである。 乙れは，幼児において，
一つの種目を長時間つづけるζ とのできない原因が， 精神面の未発達によるも のばかりで
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はない ζ とがわかる。勿論，精神的ぽ発達からみると，意志力，注意力の持続はあまり長
くないのである。従って，幼児期の運朝は，一つの種目を長く持続させることよりも，多
くの種目の運動を与えることにより，筋肉を円滑に発達せしめる ζ とが大切と考える。ま
た，幼児の筋肉は，持久力も十分ではない乙とから，長時間の直立姿勢は保てない。筋肉
の緊張，特に下肢の筋肉の緊張が不足して， （静的筋持久力が十分発達していほい。）静
脈血が身体下部に貯溜するためである。幼児においては，座位姿勢でも，数分以上同じ姿
勢を保つ ζ とはむずかしいし，同じ姿勢を強要してはいけぽいといわれる。身体は，絶え
ず動くものであり，我々も睡眠中は意識せずに動いているものである。筋肉が動いている
ときは，血液の循環もよく 3 それにより酸素の供給も老溌物の排出も よく行われるわけで
ある。従って，筋肉を長い間動かさず緊張させていると，酸素の供給も老溌物の排出色悪
くなる。つまり，疲労が早くお乙る乙とにとrる。
筋力の測定は，全身の筋について実施する
ζ とが不可能ぽため，握力・背筋力・上腕屈
曲力・指力・脚力等が測定されている。一般
的には，四肢の筋力の代表は握力，躯幹筋力
の代表は背筋力とされているが，器具がもっ
とも簡単に使用できると ζろから，握力の測
定がよく行われている。ある動作をするとき
に働らく筋は， 1個の筋ではとfく，その運動
に関与する筋群であって 2 通常我々は，筋群
の力を筋力として測定している。
背筋力についても資料が多いが，測定の際
の上体の角度，膝を使う等の間違いがあると
その測定値が信頼性を失う ζ とになる。
年
寸.6つ‘ 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
1 0 
1 1 
1 2 
1 3 
1 4 
1 5 
1 6 
1 7 
1 5～1 9 
20～24 
表11 握力と年令（コラン握力計）
（石川による）
男 女
右 手 左 手 右 手 左 手
2.9 2. 0 2.6 l. 6 
3.9 3. 5 2.9 2. 1 
5. 7 4. 5 3. 7 2.8 
7. 1 5. 9 5.2 4.1 
9.8 8. 3 6. 7 5.4 
10. 7 9. 3 7. 7 6.4 
1 2.8 1 . 1 -9. 7 8. 2 
1 4.5 1 3. 0 1 1. 6 9. 7 
1 9.8 18. 2 1 6.4 1 4.7 
2 2.4 2 0.5 1 9.0 1 7. 1 
2 6.0 2 4.  2 2.6 2 0.3 
30. 5 2 8.2 2 3.5 2 l.4 
3 2.8 3 l.0 2 3.4 2 l.4 
3 4.2 3 l.5 ／ ／ 
3 9.9 3 6.6 2 4.4 2 .8 
4 3.5 4 0.0 2 5.4 2 3.6 
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藤本によると，握力の発育曲線は，スキヤモンの一般型l乙属し，ゆるやかな S状曲線を
なすという。 4才～ 7才は，漸次増大し， 7才～ 10才では少し増加の度合がふえ， 11才～
15才で急速に増加し，男子は 18才， 女子は 15才で完成値に近づく。また，幼児でも左右の
差がみられ、年令の増すに従い，その差は著しくなる。その他の筋力については，幼児の
場合は器具等の問題や測定に困難が伴い，その資料は少ない，こども時代の筋力の増加は，
王として神経筋系の成熟に伴うものである といわれる。そして，環境による影響も少ない
のである。乙れが，中学生以後になると環境，つまり，運動iζ親しむか否かにより，筋力の
発達程度がちがう。乙のころから，本来の筋の自然発達が盛んとなり，加えて運動負荷iと
対する反応もよくなるので，この時期にトレーニング効果があらわれる。このことから，
幼児の筋力づくりは特に必要ではなく，しかも，中学生のひな型であってはならず，筋力
づくりをすることで，発達を促進させることよりも，幼児に適した体力づくりを見出さね
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ばならない。筋力は，すべての運動の原動力である。筋肉の収縮は，神経の刺激伝達によ
っておこるもので，乙の収縮のさいに発生するエネルギーが筋力である。運動神経細胞は，
大脳皮質運動領域の興奮，あるいは，知覚器からの反射経路興奮によって活動するもので
ある。体育運動の多くは，随意運動であるから，大脳皮質興奮によるものであり ，従って，
乙の興奮の強いほど筋力は大きくなる。筋線維が太くなり，大脳皮質の運動領域における
神経細胞の発育がすすむにつれて，筋力は大きくなるのである。また，筋力は，紫外線を
受けてトレーニ ングをする ことで効果を高める といわれている。 Hettinger kよれば，
紫外線の筋力トレーニング効果をたかめる原因として，副腎が関与しているのではないか
としている。そして，その聞にまた，性ホJレモ ンが関与しているという可能性与を示唆して
いる。従って，ビタミンDの補給，くる病の予防ばかりでなく，子供が戸外に出て，紫外
線にあた って運動するこ とは，筋力トレーニングの効果をうみ出すのである。
また，神経系の発達は，他の器官や組織の発達に くらべてはやいのは， スキヤモンの発
育曲線でも明らかである。神経系は，大脳の発達と密接なつながりがあると乙ろから ，大
脳の発達を ， その形態からみてみると，生後 9 ヶ月で成人の50 ~ぢ， 2 年で75%で幼児期に
発達が著しい。大脳皮質の神経細胞は， 6ヶ月の胎児の脳において既に成人と類似した細
胞の配列があるといわれている。従って，神経細胞は生まれたときに決まっており ，神経
細胞の多いほど可能性が大きいという乙とになる。出生後は，脳全体の容積と重量はふえ
ていくが，神経細胞は数を増さないで，脳内部の神経細胞がまばらになり ，そして，その
細胞と細胞の聞に血管の増殖や神経躍 （神経細胞に栄養を与える可能性もあるわ神経線
維，シナ プスがふえていき， 更に神経線維の髄鞘形成がお ζることにより，神経機能も成
熟へと発達する。出生時でも神経線維の約半数が髄鞘を形成しているが，残りの半数のほ
とんどが髄鞘を形成するのは思春期までかかる。ある種の神経線維は，成人になっても髄
鞘をもたないままである。下等動物においては，生後すぐに立ったり，走ったりするのは，
髄鞘形成が人聞の出生児よりも進んでいるか らであるということが知られている。人聞は
このように， 生後学習することによって除々に発育発達していく のである。
新生児では，生後1ヶ月でも随意運動は少なく，不随意運動，反射運動というべきもの
が優越している。生後 1ヶ月の終り頃には，明るい方向に目を向けるようになるが，これ
は錐体外路および背髄の反射の発達である。大脳のうちでは，運動領および知覚領がはじ
めに発達し，つづいて大脳皮質の視覚 ・聴覚領域が発達してくるという。しかし，連合領
域の発達は不十分である。運動領の中でも 2 はじめに発達するところは上体・頭部 ・腕を
支配する部位であり，脚と手はこれに遅れる。そして次K，頭部の発達がおこるのである。
乙のようにして下等動物と違って除々に学習がなされて発達してい く。大脳皮質の神経
細胞が早 くできており， 重量においても幼児期には成人の759ぢに達するわけであるが，複
雑な運動を正確に，敏速に行うには困難である。しかし他の機能に くらべると， 神経と筋
の調整力は比較的早く から発達しているので，幼児期において，調整力を育てる運動を行
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わせることは重要な乙とがらであり ，その後の運動能力の発達のためにも効果的である と
考えられる。
運動の面からばかりでなく，幼児期におけるしつけについても大脳の発達に関係がある。
外国における幼児のしつけのきびしさがよく 云われるが，大脳皮質の発達が十分ではない
幼児期には，衝動運動が優勢となり，欲求を抑制せる ζ とができなL、。そのため外部から
制御を多くすることにより，幼児の神経系証巴一定の統制ができ，条件反射ともなるであ
注身体発達と教骨凶P200
ろうというのである。かようにして人閣の運動の発達，そして日常行動等は，神経系の発
達につれて行われるものである。
次lと，呼吸循環機能の発達をみてみると，呼吸機能と循環機能とは，生体l乙必要なエネ
ルギーを生み出すための酸素運搬系として， 密接なつながりのあるものである。
心拍数は（正常状態では，脈樽数は心拍数に等しい），若年者では多く，心臓の拍出量
の増加とともにその数は減ずる。出生時では，毎分 130回位であり，2才で毎分 105四位，
4才で 95回位， 5才で 85回位，6才以上 85回以，成人で 70回位， 60才以上で 62回位
である。以上の脈樽については．他の生理的計測と同様，慎重な用意 ・条件が必要であり，
注スポーッ医学概論 P43
これは大体の傾向である。心拍数は，子供ではとくに変動が多く，同一人でも大いに変動
するものである。従って心拍数は，はっきりした基準はない。 運動時には心拍数の増加が
みられるが，若年者では運動iと対する心拍数増加の反応は多いといわれる。
幼児においては，心臓が未発達ではあるが，数時間に亘ってたえず走りまわり楽しく遊
んでいる様子はいかにも体力があるかのように思われる。心臓の大きさは，児童期より成
熟期lと達する聞に約 12倍大iζ成長するが，大動脈周囲は僅かに 3倍大lと成長するにすぎな
い。従って児童の大動脈管は，大人に比して比較的ひろいため，血圧は大人に比して遥か
に低い。血管がひろくて血圧が少ない， つま り， 血流の抵抗が小ならば心臓の作用は楽で
ある。このため活発な活動を行っても苦しそうではないのである。 脈樽も運動時には 250
回位にも上昇するといわれる。しかし，心臓の機能的な発達は未だ不十分であり， 本能的
なコン トロ ールはするが， 自動的な制御ができないので，あまり過度な刺激を与えて追い
ζんではいけないと考える。乙の乙とは， 最近，体づくり を強調するあまり， 幼児に過ぎ
たる訓練を実施している様子など報導されるが，乙の点につい
て充分検討されるべきと考える。また呼吸数については， 心拍
数と同様lζ生まれたときは多い。
幼児の段階では，肺の弾力組織が未だ十分にふえていないた
め，急激な運動あるいは長い時聞かけての運動は不適である。
しかし，弾力線維の形成には， 繰 り返される規則的な機械的ス
トレスも影響あるといわれるところから， 適度な刺激はその発
達を助けるものである。
心臓の重量の発達は，体重の発達曲棋によく 似ていて，発達
表12年令と呼吸数 ‘ 
（斉藤・佐藤による）
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図42 心臓重量の年令による変化（細田による）
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年令
の盛んな時期は二期あっ て，その一期は生後の 1～2年であり， その第二期は男子では，
1 2才～ 16才，女子では 1 1才～ 15才であり， 2 0才で頂点、に達する。 しかし第一期
の発達では，成人のき川 みたぬものである。
全身持久力の発達の背景には， 肺や心臓の発達がある。猪飼によれば，全身持久性の ト
レ ニングは中学生から しなくては効果があがらないとしている。そして現在では，小学
校の 5・6年生でこうしたトレーニングの手はじめを受けてもよいという結果を得つつあ
るということである。小学校の低学年や幼児期においては，このよう なトレーニ ングK対
する反応がおき にくいのである。つまりこれらのトレ ニングは，肺の発達に関係すると
ころから，心臓 ・肺臓の発達が十分でない幼児は勿論のこ と，小学校低学年においても，
この種の トレーニ ングは早すぎるわけである。従って，同じ激しい運動を連続的に根気づ
よく行うことは， 身体の全ゆる発達過程よりみて，末だ不適当である。
身体を構成する組織 ・器官の活動を維持するために必要なエネルギー消費量を基礎代謝
という。この基礎代謝は，年令によ って変化するものであって， 図44P：示すとおり，時間，
体表毎平方m当た りでは．ゅのように 1才～3才lと最高値を示し． 年令とと もに次第に減
少して，成人では大体一定の値を保ち，老年期になると除々に低下する。身長あたりの基
礎代謝量は小児期が一番多 く， 思春期にも その高ま りをみる。 ζれについては， 筋肉系統
の発達，または筋緊張度の増加があげられているが，思春期においては ζれらに加えて内
36 
図 43 肺の重量の年令による変化
（佐藤による）
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にして，生命維持のほかに発育のために多くのエ
ネルギーが消費される頃には，適度な運動に加え
て栄養の面にも，注意がはらわれねばならない。
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図45 同一年令の子供の身長の時代差
(Asm田 senによる）
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運動をするときのエネルギー消費量はまた別に考えねばならない。
乳児が泣くときは，基礎代謝の 2倍ものエネルギーを消費するといわれ，身体は小さく
て4エネルギーは多く必要とするので，発育盛んな時期の栄養については運動処方と同時
に十分考慮すべきである。図 45 1とより， 栄養状態が身長の発育児大きな影響を及ぼした
ことを考え，また，筋力の発達は身長のおよそ 3乗に比例して発達していくという関係争
考える時，栄養に注意する乙とがいかに大切かを知るこ とができるであろう。
水分摂取についてみると，子供は汗をかく量が多いので特徴がある。種々の研究結果か
ら子供は一年開通じて夏季のような発汗状態にあるとしている。乙うした発汗状態は， 12
才～15才頃まで続く。従って，水分摂取は，出生直後は別として，年令を増すにつれて減
少はしていくが，幼児の水分要求は多いものである。
表 13 年令別・季節ilU排粧水分量（武知による）
寸,L',コ‘ 
尿より排法される水分量（ cc) 排便Iとより排j世さ （蒸呼社気せ蒸に准よ＋り皮失わ膚れ蒸粧る水）分（c量c〕
年
夏 主 れる水分量（cc) 夏 ヨE
芋L 児 18- 430 360- 610 3 0-1 0 0 420- 540 340- 400 
幼 児 5 3 0-1,0 0 0 770-1;070 IO 0-1 5 0 1,1 0 0-1,2 6 0 520- 680 
学 童 8 7 0-1,1 4 0 1,2 0 0-1,5 3 0 1 0 -1 5 0 1,3 0 0ー1,80 0 2 8 0-1,0 0 0 
成 人 570- 660 1,8 0 0-2,2 2 0 IO Oー 150 2,1 5 0ー2,22 0 9 9 0-1,2 0 0 
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表14 乳幼時から青年期にいたる水分摂取量（吉村による）
年 ぷマ与コ 体 重kg 一日水分摂取量 cc 体重1kgあたり水分摂取量cc
3 日 3.0 250 - 3 0 0 80 - 100 
6 カ 月 7. 3 9 5 0 - 1,1 0 0 130 155 
1 年 9.5 1, 1 5 0 1,3 0 120 - 135 
2 年 1 1.8 1,3 5 0 -1,5 0 0 115 - 125 
4 年 16.2 1,600 - 1,800 100 - 110 
6 年 20.0 1,8 00 - 2.000 90 - 100 
1 0 年 28、7 2.0 0 0 - 2,5 0 0 70ー 85 
1 4 年 4 5.0 2,2 0 0 - 2, 7 0 0 50ー 60 
1 8 年 5 4.0 2,2 0 0 2.7 0 0 40 50 
乙の水分の摂取は，小児期の発育の為に必要であり，成人に比較して，小児の生活現象が
旺盛であるからである。従って，それだけ多くの水分を必要とするのである。発育申のも
のは，水分の不足iζ対して特に敏感であり，体内の水分調節が不安定であるといわれる。
水分の必要は勿論のこと，発育盛んな時期i乙はビタミンの要求も多L、。新生児は母体内に
おいて， ヒタミン貯蔵をしてきているので，生後暫らくの聞はビタミン欠乏に陥る乙とは
とtいが，その後は当然ビタミンの摂取が必要である。ビタミンD以外は，過剰にとっても
何等身体に悪影響はないといわれるゆえに， ビタミンは多量にしかも常に与えることを忘
ォτではならとEい。
内分泌機能の発達をみてみると，各腺によって発達の形が異る。乙れらホ ルモンは，人
聞の発背発達l乙影響ぞ与え，加えて人聞の行動をも左右するものである。乳幼児期の骨格
は，柔かく．弾力性にとむ。 しかしこれが骨化するには，副甲状腺ホルモンの分必による
ものである。分泌が少ないとカルシウム不足で弱い骨となり，分泌が多いと骨申のカルシ
ウムが血液申に流れ出すぎて骨がかえって弱くもろ くなると いわれる。また副腎の形態的
発達は，胎生期i乙盛んであり，生後2年後くらい
までlと小さくなり，それから再び大きくとEる。乙
れは，幼児の情緒のあらわれかたの特殊性からも
考えられるものである。年令が増すにつれて， 情
緒は安定し．物事が長つづきするようになる。ま
た前葉ホルモンのうちの発育ホルモン（ソマトト
ロフイン）は発育手っかさどるが，乙の分泌が多
くなると長骨の発育が時んになる。長骨は身長争
決めるものであるので，発育の申でも一番注目さ
れる。これらホルモンの分泌は，分泌の量が偏る
と色々な障害があらわれる。その他の内分泌器官
については，幼児期の発育におけるは っきり した
関係がないので，乙こではとりあげない。しかし，
幼児期に大きくなる胸腺については，性の成熟を
抑制する ものだともいわれている。
図46 各内分泌腺の発達
( Tanner による）
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6 ま と め
以上，幼児期における形態的発達，機能的発達，運動能力の発達等をみた上で，それぞ
れの発達特徴をつかみ，幼児期の発達特徴から，幼児体育への提言をしたい。
幼児期は，筋肉は弱く，持久力もなし、。内臓諸器官の抵抗力も弱く，様々な病気にもか
かりやすく，骨の癒合も未だならず，また，骨もやわらかく弱L、。しかしだからといって
自然の発達にのみまかせてはおけないのである。特に現代のように，子供の遊び場が少な
く，社会問題とされている時代でもあり，また子供にとっては，自動車の増加，道路のせ
まさ，住宅問題などの山積みされる社会問題によるしわょせは大きいものである。加えて，
のびのびと遊ぶ場所も往く，一人っ子の多い家庭などからくる一人遊びによる性格や社会
性発達への悪影響などを考えると，幼児期の自然の発達さえもはばまれるのではなL、かと
心配される。そのために，やはり幼児期の運動Kついては，遊びを中心としてその処方が
意図的lζ考慮されるべきと考える。人聞が一生の聞に一時期体力をつけるたずけでよいので
はなく，発育発達lと沿って，体力をつけていかなければいけない。
表15 練習開始年齢， bよぴ競技参加年齢（クラー；v, 1950年による）
陸上競技
男 子 女 子
練 習 競 技 コ1,』 練習 競 技 メz会x' 
6～8歳 9 10 11～13 11～13 14～16 l6～18 1 8以上 6～13 13～16 16～18 18～20 20以上
短距離
2 0 m 30 40 50 40 60 200 200以上 男子と同じ 60 100 150 200 
1 2歳まで 13～16 16～18 18 19歳から 2 0 以 上
lOOOm 1000～1200 800 800ただし医師の健康診断と 1
中距離 与えない方がよい 1限日り1回 1 限日1 回× と 許可
3 IJ 1500 年以上のトいーニンク冶要する
9歳 10 11～ 13～ 16～ 18～21 21～23 23以上 各 年 寸i』コ と も13 16 18 
1分 2分 2～4 4～7 7～15 5 kmまで 10 kmまで 許7 ラソ可ン 不 適
走走幅高跳 1 1歳 1 1 1 1 1 3 
三段跳 1 6歳 1 8 不 適
棒高跳 1 3歳 1 6 不 適
1 3歳から 13～ 16 16～16 18以上 15歳から 16～18 1 8以上
砲丸投
4 kg 5 6 7. 25 3 kg ;¥ 4 
1 3歳から 13～16 1 6以上 16～ 18 1 8以上
槍投 600 'l 4 0 0 'l 200 cm 800 'l, 260侃 400 'l 600 'l , 200cm 
1 3歳から 13～16 1 6以上 1 6～ 1 6 
円盤投
1 k~ l. 5 2 1 kg 
ハンマ 1 6～ 1 8 1 8以上
一投 5 kg 7. 25 kg 
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水上競技
男 子 女 子
練 習 競 投 ヨZ三』 練習 競 技 q-三
9～ I I～ I 6～ I 7～ I 8～ I 7～ I 8～ 
ボート 軽いオ
トレーニ 500mスカJレペア スカノL，ぺア
スカル
静水
ング用ボ 700mフォア 19まで週2回 男子に同じ フォア500m 1000 mまで
ーーノレ
一卜 IOOOmエイト エイト soom
1 3～ 1 6～ 
ヨット 男子 Iど同じ
許 可 許 可
6～I O I I～ 1～13 13～16 16～18 18～ 11～ 13～ 18 18～ 13 16 
年 2回ク クロー ル 100+ す 男 クロー クロー ノレ す
ロー－Jレ lOOm 200mク ≪ 子 ノレ 100 m ≪ 
水泳 25 m ブレスト ロー ル て tζ 200m フレスト て
基本練習 水泳練習 ブレスト 100 m 100十 よ 男子に同じ 同 フレス 200 m よ
50 m ノてツク 2oom t.、 じ トノてツク L、
ノてツク 100 ブレスト IOOm 100 m 
25 m lOOm ノてツク
ノてツク 50m 
球 技
男 子 女 子
練 習 競 技 メ-1又' 練 習 競技会
1 1～ 1 3 1 3以上 1 6～1 8 1 8以上 1 8まで 1 8以上
ハンドボール
2 0分 2回 2 5 分 2 分因 2 0分2回技術の習得 練 習 休憩 10分 休憩 10 男子と同じ 休憩10分
1 1～ 1 4～1 5 1 6～1 8 1 8以上 1 6～1 8 
バスケットボール 男子 le. 同じ
技術の習得 1 5分 2回 1 5分 2回 ふつうの長さ 15分2回
1 1～ 1 4～1 5 1 6～1 8 1 8以上 1 6～1 8 
バレーボール ヰツト高 ネット高 ネット高 男子に同 じ ヰツト高
技術の習得 245 cm. 235 cm. 1 
235 cm. 235 cm. 1日1試合 日3試合
9～ 1 1～1 6 1 6～1 8 1 8～ 
ピ ン ポ ン 男子 R：同じ
練昼習は 休憩 30分 普通試合聞のみ
9～ 1 1～ 1 3 13～16 1 6～1 8 1 8～ 
ア コぇ 軽い 男子に同じ
ラケット適当な重さ 週3回 3セット 5セット
表 15の如く，スポーツにおける練習開始年令は，早くて 6才であり，種目によっては
与えない方がよいといわれるものもあるので，幼児の体力づくりは，小学生のひな型であ
ってよいというものではない。 3・4才児を訓練する ζとにより， 6才程度の運動能力を
発揮させることは可能である。しかし，中学生でつけるべき持久性を低学年に与えて，か
なりの効果をみたとしても，それが持続し，また更に能力が増すとはいえない。田村lとよ
れば，中学校放送陸上競技大会全国優秀選手の 20年間の記録の動向を調査したものでは，
伸び悩む選手の意外に多いことを発表している。やはり，与えるべきときに与えて大きな効果
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をみる乙とが大切であると考える。 例えば，猪飼によれば，筋持久力については， 2週間の
トレーニングで， 1 0才～ 15才までの聞が最もいちぢるしい効果が出て，それ以上の年
令でも，それ以下の年令でもトレーニング効果は少なくなっているということである。こ
のよ うに年令を充分考慮したトレーニングが必要である。最近，体力づくりによる精神面
の強化やそれに伴う学力の向上を目ぎし，学校ぐるみで体力強化を実施している例が報道
されている。幼児期においても，幼児に必要とされる体力づくりを実施することにより，
食欲が出る，よく遊ぶ，根気づよくなった，明るくなったなどの報もある。従って，年令
に即応した，つまり，幼児向けの体力づくりは必要であり，実施されるべきと考える。
運動は，体格， 呼吸，循環機能，神経機能，能力などにより行われる。そして，運動能
力はそれらの総合されたものである。
運動の発達は，まず，全身的運動から局部的運動へと発達するといわれている。幼児期の
全身的運動能力はかなり高いものであり，局部的運動は未発達である。昂部、嘩動が器用
注 新じL、ilf＇育ち「月号 '16'.f
にできるようになるのは，小学校2年生頃といわれている。運動能力の発達は、運動器官
の発達によるものであり，特lζ，神経機能によるものである。幼児期における運動技能の
発達をみると， 3才ごろから急速に身体活動が活発になり，かけまわったり，とんだりす
る運動を好んで行うようになり， 外遊びの行動範囲 もかなり広くなる。 4才をジャンプ時
代とよぶ学者も いるほどである。従って ζの時期比は，身体的発達と合わせて幼児の運動
欲求も考え，全身を動かす運動を行わせることが必要で、ある ζとがわかる。全身を動かす
ことにより，筋肉をまんべんなく 発達させることができるのである。
幼児期における身体発達の大きな特徴は，スキヤモンの発育曲線が示す如く， 一般型と
神経型の発達のいちぢるしい乙とである。 一般型については，幼児期の最初の 3年間は肥
り，後半の 3年間は四肢が発育するためにすら っとした細型の体格となる。 1才～ 2才児
の姿勢は不安定であり，童心の安定をはかることもなかなか困難であって据む姿勢がもっ
とも安定しているといわれる。乙れは，頭部が大きく，そして背柱の生理的轡曲も未だ定
まらないからである。従って，あらゆる動作の均衡がとれず無器用に見える。
神経型は，幼児期lζ非常に大きな発達をみせる。大脳の重量は，10才までには成人の90
%の発達があるといわれる。しかし，脳のはた らきは，神経細胞と それを連絡するニユー
ロンの連鎖がし、かに活動するかということできま るのである。そればかりでなく， 感覚器
からの伝達，そして脳からの末梢への伝達など，神経線維がその役割をなすわけであり，
加えて髄鞘ができることは，より早い反応を示すようになるということであるから，大脳
の重量のみで脳の発達の全てをみることはできない。大脳のうちでは運動領・知覚領がは
じめに発達し，つづいて視覚領・聴覚領が発達するといわれる。そして，連合領が一番遅
く発達するのである。全ゆる運動が正確に行われるためには，感覚器が刺激を適確にとら
え，大脳皮質での正しい判断が成されねばならない。そ して筋の反応もよくなければな ら
ない。そのために神経機能は，作業能力や運動能力の基礎となるものである。幼児期にお
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ける大脳の重量が成人の75%1と達するとはいえ，幼児の神経線維は未発達のために，未だ
複雑な運動を正確に，敏速に行うことは困難である。しかし，視・聴覚，運動感覚，位置
感覚などがしだいに発達し，神経と筋の調整力が増してくる。走ったり，とんだり，投げ
たり，そして三輪車にのることができ，体にあった車であれば 5才～ 6才で自転車乗りも
可能となる。このように内臓が未発達であり， 筋力も10才で成人の40%にも達しないため
弱いが，神経系の発達がいちぢるしいところから器用性を養う乙とを考えねばならない。
従って，一つの運動を強制的に長く続けることではなく，色々えよ種類運動を行わせること
が大切である。内臓の弱いこと，筋の弱いこと，骨のやわらかいことから無理なトレーニ
ングをすることは危険である。従って力よりも，むしろ動きに重点、をおいた神経系の運動
を考えなくてはならなし、。ナワ トピをするにして も，数多く とぶこ とよりも，色々な種類
のナワトビをする。或は，走るにしても変化のある走運動を考える必要がある。この時期
l乙運動のパタ ーンを身につけると，新しい運動も早く身につくよう になり，それが体力を
つける乙とにつながることから，色々な運動のパタ ーンを身につける ζとは体力の基本と
もなるのである。子供の興味から， 乙の時代の運動をとらえてみる と，幼児期では，ブラ
ンコ， ボール遊び， リズム運動を好むのが多L、。 これは生理的発達からみても当然である。
3才にもなると動作も比較的正確になり，意識的になる。片脚で立つこともできるように
なり，歩行も敏速になり，相当しっかりした走り万をするようになる。 4才になると姿勢
がしっかりして，平衡をうるようになるし，運動もかなり確実さを増してくる。そして，
意欲的に運動をするようになる。 5才～6才になると更に発達し，正確さもまし器用さが
出てくる。そして片足でとんだりはねたりすることができるようになる。勿論この頃の個
人差 は大きいので一様ではないが，石けりなどのように片脚とびができるようになる。し
かしそれも正確に行うことは未だできない。
幼児期の遊びの変化をみると，幼児期前期の感覚あそびからすすんで，精神機能が中心
とな、る機能遊びに転換する。跳ぶ，踊る，走る，鬼ごっこ，かくれんぼう等の機能的遊び
はこの時期にあらわれる。またこのころには，人形遊び， ままとと遊び，汽車ごっ乙，電
車Cっこ等の模倣遊びのような ものがあらわれる。更に， 積木，紙細工，絵をかく等の構
成遊びもあらわれる。しかして幼児の運動能力は，一万において動的な機能運動により，
他方幼児期特有の遊戯などを行うことにより次第に運動能力が高められ，動作にまとまり
をも った子供の運動が展開せ られるにいたるのである。
幼児は，じ っとしていれば病気云あるといわれる程，絶えず動いているものである。
その運動は，単調なもののく りかえしであった り， それができると次の運動に移る あ
るいは更に複雑にしたものに変えていくなど，かなりの運動の種類と運動の方法を見出す
乙とができるといわれている。色々な運動をくりかえす乙とは，神経と筋の調整力を養い，
器用性を養う ことになる。 健康な幼児は，自分の興味と運動の欲求を満たすべく， 次々と
遊んだり運動したりして生活しているのである。運動をしたがらない子供は，そこに何ら
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かの障害があるものと考えられ，それらの原因を除いてやることにより運動の欲求がおこ
り，それを満たすべく遊び，運動するようになるものである。また幼児は遊びを通して体
力をつけるばかりでなく，色々なことを学んでいくのであるが，そのためには遊ぶための
身体的能力と精神面の発達が必要とされる。周年令の子供同志が遊ぶことにより，子供な
りの社会生活のルールやその年令相応の言葉や考え方，動作等を学ぶのである。また，公
共施設や用具の使い万，それらに対する態度をも学~、のである。遊び相手がいつも年令が
上であったり，大人であったりすることによる社会性発達への悪影響はよくいわれるが，
周年令の子供同志の遊びも，子供の欲求にまかせて行わせることでは，子供らしい，正し
い心身の発達促進や人格形成にはならuいのである。成人にみられる運動能力の差は，幼
児期の運動経験の有無であるといわれる。勿論，遺伝的素質による影響が全くないとはい
えないが，幼児期の色々な運動経験は，大き芯影響をもっと思われる。また生来知能や体
力にすぐれていても，家庭環境が悪ければ知能も体力も劣るという。これは幼児の発育期
iと環境が大切なことを物語っていると思われる。食事 ・睡眠 ・しつけ等を含めた幼児の教
育を更に深く考える必要があり，特iζ家庭における両親の責任を感ずる次第である。具体
的な幼児の運動処方については，更に実態をつかんで検討が必要であり，今後研究をすす
めたいと考える。
以上の推考をもとに要約すれば，一応次の如くなる。
幼児の発育発達の特徴から，幼児体育の留意すべき点、は，
( 1）骨格
骨化が完成されていない乙と，骨がやわらかいことなどから過重負荷による障害を考え
ねばならない。
背柱の生理的轡曲も完全ではほいので不自然芯姿勢をとらせてはいけない。また骨の癒
合も不十分である。
(2）筋肉
未発達のため柔らかく，弾力性があるが，抵抗力が少な く，筋力も小さく， トレーニン
グ効果も少芯し、。また筋肉と骨の附着部が丈夫ではほいので過重負荷に耐えられとEい。筋
持久力も不十分で，一つの種目を長く続けられとよい。
(3）神経
幼児期の発達の著しい特徴は神経系である。つまり脳の重量における発達は幼児期に成
人の 75%1乙達すると乙ろから，幼児期に鍛えられ，最も効果あるのは神経系である。特
に運動領・知覚・視覚・聴覚領ほどの発達があらわれる。従って，全ゆる基礎ととよる神経
と筋の調整力を育てる運動を数多く行わせる乙とが大切である。
(4) 心臓 ・肺臓
心臓も肺臓も未発達であるが，幼児期の活動をみていると，かなり長い時間活動しでも
疲れた様子がuい。心臓の容量K対する大動脈管が比較的ひろいため，心臓の働きが楽で
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あることは事実であるが，未発達ぽるがゆえにあまり追いこんではいけない。肺臓も肺の
弾力組織が十分にふえていぽいため，急激な運動や長い時聞かけての運動は不適である。
しかし，肺の弾力組織を形成させるためには， 機械的ストレスの影響もあるので，適度ぽ
刺激は発達を助けるものである。
(5）栄養
いかとfる年代にも栄養についての注意が必要ではあるが， 最も発育盛んな時期に栄養不
足であると体格に悪影響があり ，そのことは体力は勿論のこと精神面へも影響を及ぼすも
のである。特に幼児期にはエネルギーを多く必要とする。そして，水分，ビタミンの要求
度も大きい。
(6）運動欲求
幼児期の活動は，運動量としてはかぽりと思われる程のものであり，じっとしていれば
病気であるといわれるほど活動的である。幼児期の遊びは，身体面の発達にも寄与するば
かりではぽく精神面の発達にも寄与するものである。従って，幼児の運動欲求も大切にし，
好んでする色々な遊びをよりよく構成して与えることにより，より一層の効果があらわれ
るものと考える。
以上のことを土台にして，幼児体育を考え，更に研究をすすめて運動処方を考えねばな
らないと思う。ここに，諸先生の御批判を賜わりたくおねがい致します。この調査研究に
つきましては，北海道教育大学2 滝波武教授，社会体育研究会諸先生方のお力添えをいた
だきまして深く感謝致します。
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